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■　緒　言
日本動脈硬化学会は脂身の多い肉類と卵類、菓子類、アルコール飲料を減らし、未精製穀類、魚

類、大豆・大豆製品、野菜類、海藻・きのこ・こんにゃくを積極的に摂取する食事パターンを「日本
食」とし、動脈硬化性疾患の発症予防のために摂取を推奨している 1）が、「日本食」の有効性について、
積極的な根拠は示されていない。
高 LDL⊖コレステロール血症治療のための食事療法では、コレステロール摂取量を 1日に 200mg 未

満とすることを推奨しており 1）、そのためには、コレステロール含有量の多い卵類やいか、えび、貝
類などを制限しなければならない。ところが、鶏卵については摂取量が多いと血中コレステロール濃
度が上昇するという報告と、これを否定する報告があり、摂取制限に対して意見が分かれている 2）。
一方で、鶏卵は廉価でタンパク質、ビタミン、ミネラルなどが豊富な栄養密度の高い食品であり、特
に低所得者層では栄養的重要性が高い。そのため、高コレステロール血症の予防や治療における鶏卵
摂取の是非について明らかにする意義は大きい。同様に、レバー、いか、えびなどもコレステロール
含有量が多い食品であるが、これらの制限については全く議論されていない。
また、食品の食べ方に焦点を当てると、鶏卵を油脂とともに摂取した場合、食後の血中コレステ

ロール濃度が増加するという報告があり 3）、食事中のコレステロールの吸収は同時摂取する油脂の多
少により異なることが推察される。つまり、栄養指導を実施するにあたり、コレステロール含有食品
の摂取頻度や量だけでは、血中脂質濃度に及ぼす影響を説明できない。
そこで本研究では、脂質異常症予防や治療に有効な食品の組み合わせを明らかにすることを目的

として横断調査を実施した。
申請時の計画では統計解析の信頼性を得るために 200 名の対象を必要としたが、報告書作成時現

在に得られた対象は 143 名である。引き続き対象を増やして検討する必要があるため、ここではこ
れまでに測定が終了した項目について中間解析の結果を報告する。

■　方　法
本研究は日本女子大学ヒトを対象とした実験研究に関する倫理審査委員会の承認を得て行った

（UMIN000024195）。調査および採血を、2016 年 10 月～ 2017 年 3 月の間に計 8回行った。
首都圏在住成人男女を対象として、メール、ポスター、リーフレットなどにて研究参加者を募集

し、書面および面接にて研究内容を詳細に説明し、書面によるインフォームドコンセントが得られた
者を研究対象とした。研究参加者は、20 ～ 49 歳の日本人で、サプリメントあるいは健康食品常用者、
習慣的に高強度のスポーツを行っている者、妊婦・授乳婦、何らかの疾患の薬物療法中の者を除外し
た。
研究参加者に採血日の前の 1 週間で平日 2 日、休日 1 日の留め置き秤量法による食事摂取量調査

を外食については写真法を併用して行い、栄養素等摂取量を算出した。採血日の当日に参加者の背
景と生活習慣に関する調査、および徳留らによる習慣的食品群別摂取頻度調査 4）を行った。採血日の
前日は 21 時以降の飲食を禁じ、空腹で身長、体重、臍周囲径の計測および血圧測定と肘静脈より採
血を行い、血清を得た。血清は株式会社 BML（東京）にて脂質代謝指標として総コレステロール（TC）、
LDL⊖コレステロール（LDL⊖C）、HDL⊖コレステロール（HDL⊖C）、トリグリセリド（TG）、リン脂質（PL）、
肝機能指標としてアスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ（AST）、アラニンアミノトランスフェ
ラーゼ（ALT），γ⊖グルタミルトランスペプチダーゼ（γ⊖GT）、アルカリフォスファターゼ（ALP）、ロ
イシンアミノペプチダーゼ（LAP）、総ビリルビン、直接ビリルビンを測定した。Non⊖HDL コレス
テロール（Non⊖HDL⊖C）濃度は（TC⊖HDL⊖C）で算出した。リン脂質中脂肪酸濃度をガスクロマトグラ
フィーで測定し 5）、トコフェロールとカロテノイド濃度は Johnson 等の方法 6）を一部改変して高速液
体クロマトグラフィー法により測定した。
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3）統計解析の方法
身体計測値および血液生化学検査成績と食品群別摂取量および栄養素等摂取量との関連をスピアマ

ンの単相関分析にて検討し、有意水準 5％未満を有意とした。なお、必要対象数確保後に血中脂質濃
度を従属変数として多変量解析を行う予定である。

■　結　果
報告書作成時で 143 名の参加者を得た。ここでは、前夜に多量の飲酒をした 1 名を除く 142 名（男

71 名、女 71 名）を解析対象とした。
参加者の身体計測値を表 1 に示した。全体で肥満者は 20 名（14.1％）、やせ 12 名（8.5％）であった。

男性に比べて女性は BMI が低かった（p<0.05）。
血液生化学検査成績を表 2 に示した。全体で血清 TC、LDL⊖C、Non⊖HDL⊖C、TG の平均値は基準

範囲内で、LDL⊖C 濃度が 140mg/dL を超える者は 20 名（14.1％）、TG 濃度が 150mg/dL を超える者は
16 名（11.3％）であった。男性は女性と比べて Non⊖HDL⊖C、TG、肝機能指標の濃度が高く、HDL⊖C
濃度が低かった（p<0.05）。

習慣的食品群別摂取頻度調査より算出した 1 日あたり栄養素等摂取量は、エネルギー摂取量が
31.2±12.0（平均±標準偏差）kcaL/ 適正体重（kg）、脂質エネルギー比 31.6±6.9（％）、飽和脂肪酸エネ
ルギー比 9.4±2.4 ［2.4（最小値）⊖16.6（最大値）］（％）、コレステロール 304±127［94⊖703］mg、総食物
繊維 11.1±4.0［4.1⊖27.4］g であった。コレステロール摂取量は 1 日あたり 200mg 以上の者が 112 名

（78.9％）、300mg 以上の者が 66 名（46.5％）であった。
習慣的食品群別摂取頻度調査より算出した 1 日あたり食品群別摂取量を表 3 に示した。コレステ

ロール含有量の多い食品摂取量は全体で、鶏卵 27.1±20.9g、肉類のうちレバー1.2±2.4g、魚介類の
うちいか・たこ 2.6±3.0g、えび・かに 2.5±2.4g、たらこ・いくら 1.1±2.8g、さきいか・するめ 0.3±
1.1g で、鶏卵が最も多かった。これらの食品の摂取頻度は、鶏卵を毎日 1 回以上食べる者が 14.1％、
週に 5⊖6 回が 19.7％、週に 3⊖4 回が 24.6％、週に 1⊖2 回が 31.7％であった。レバーは週に 1⊖2 回の
者が 2.8％で、それ以上の頻度の者はいなかった。週に 1⊖2 回以上の者は、いか・たこが 7.0％、え
び・かにが 9.2％、たらこ・いくらが 3.5％、さきいか・するめが 2.8％であった。

LDL⊖C 濃度と体格、生化学検査成績との間の関連では、LDL⊖C 濃度は BMI（p<0.001）、臍周囲径
（p<0.001）、TC（p<0.001）、Non⊖HDL⊖C（p<0.001）、PL（p<0.001）、TG（p<0.01）、ALT（p<0.01）、LAP
（p<0.05）と正相関し、HDL⊖C と負の相関を示した。

LDL⊖C 濃度と栄養素等摂取量との間では、エネルギー栄養素および脂肪酸やコレステロール摂取
量との間に関連を認めなかった。

食品群別摂取量では、LDL⊖C 濃度と正相関がみられたのは、カステラ（p<0.05）のみであり、鶏卵を
はじめとするコレステロール含有量の多い食品摂取量との関連は全く認められなかった。TC 濃度と
の相関でも、カステラ、洋菓子との間に正相関（p<0.05）を認めた。一方、LDL⊖C 濃度は納豆・大豆摂
取量と有意な負の関連（p<0.001）、海藻摂取量とのあいだに負の相関傾向（p=0.094）を認めた。

リン脂質中脂肪酸組成とトコフェロールおよびカロテノイド類については全試料の測定を終えた
のちに報告する。

■　考　察
参加者集団の体格および血清脂質濃度は、国民健康・栄養調査成績 7）の同年代の日本人と類似した

結果であった。測定した項目はいずれも性差が認められたため、血中コレステロール濃度と食品ある
いは栄養素摂取量との関連は多変量解析によって検討すべきことが確認された。

コレステロール含有量の多い食品のうち、摂取量が最も多かったのは鶏卵であった。鶏卵を用い
た料理は摂取する者にとって材料として識別しやすく、コレステロール摂取制限を指示する場合に
は、鶏卵の摂取を制限するのが効率がよいと考えられる。しかし、ここまでに得られたデータでは、
コレステロールあるいは鶏卵の摂取と血中 LDL⊖C 濃度との間に関連を認めておらず、コレステロー
ルや飽和脂肪酸を含む菓子類や、大豆、海藻摂取量との関連がみられた。これは、食材となる単独の
食品の影響よりも、包括的な食事パターンや食品の調理法などを評価することの必要性を示唆するも
のであろう。

我々は健常者を対象として、日本動脈硬化学会が推奨する「日本食」の構成食品の摂取を推奨する
6 週間の介入パイロット試験を行い、脂身の多い肉類と菓子類、アルコール飲料を減らし、未精製穀
類、魚類、大豆・大豆製品、野菜類、海藻・きのこ・こんにゃくを積極的に摂取することによって、
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LDL⊖コレステロール濃度と酸化 LDL の減少を観察した。ここでは鶏卵の摂取量については変化を認
めておらず、単一の食品の摂取に注目することよりも、複数の食品の組み合わせに注目することの意
義を確認している 8）。

今後、参加者数を増やして統計力を高めた結果を報告したい。さらに、脂質異常症患者を対象と
した検討も必要である。

■　要　約
特に治療中の疾患がないボランティアを対象に、体格および血中脂質濃度の測定と食事調査によ

る食品群別摂取量および栄養素等摂取量を算出した。コレステロール摂取は卵由来が最も多かった。
血清 LDL⊖コレステロール濃度は、鶏卵やいか・するめを初めとしたコレステロール含有量の多い食
品との間に関連を認めず、大豆、海藻摂取量と負の関連が見られた。日本食を構成する食品の摂取と
LDL⊖コレステロール濃度との関連についてさらに検討する必要がある。
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表 1．対象の年齢、体格

表 2．血液生化学検査結果
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表 3．習慣的食品群別摂取頻度調査による食品群別摂取重量




